【織物の種類】 
①原糸を構成する繊維の種類による分類
　綿織物・絹織物・麻織物・毛織物・レーヨン織物・キュプラ織物・アセテート織物・合成繊維織物など
②織物組織による分類
　平織物・あや織物・朱子織物・紋織物など
③織物の幅による分類
　小幅織物・広幅織物・細幅織物など
④生糸・色糸などの使用による分類

　あと染織物・先染織物

⑤原糸のよりによる分類
　普通織物・強ねん織物
⑥染色加工による分類（あと染織物について）
　白地織物（さらし織物）・無地染織物・なせん織物（プリント織物）・その他の模様染織物
上記のほか、創始者名・産地名・加工名をとったもの・形状によるものなどある。
【織物組織と組織図】
織物組織は、織物を構成するたて糸とよこ糸の交錯のしかたを示すものである。
糸の交錯点におけるたて糸とよこ糸の上下の重なりの状態には、次の２種類がある。
たて糸がよこ糸の上に浮いているか、よこ糸がたて糸の上に浮いているかである。
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このような糸の交錯点の浮沈の状態を、一定の規則にしたがって、意匠紙に描きあらわしたものを、織物組織図（design、意匠図）または単に組織図という。
【意匠紙（design　paper）】
織物組織を簡単に描きあらわすために使用する一種の方眼紙である。
方眼の１目は、たて糸・よこ糸１本づつの交錯点を示すものである。
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【組織図示法】
たて糸が浮いている点にあたる方眼の目を塗りつぶす。
この塗りつぶす印を組織点といい、塗りつぶすほかに●×△などの印がある。
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【完全組織】
織物の組織は、ある１区間の組織を基礎とし、これを繰り返して構成されている。
この１区間の単位組織を完全組織（complete　weave）といい、これを意匠紙にあらわしたものを完全意匠図という。
ある組織図から完全組織を見いだすには、まず組織図に任意のたて糸・よこ糸を定め、これをもとに次ぎに並ぶ糸の組織を順次に調べていき、同じ組織をした糸を見いだす。
そして、それ以下も順次に同じ組織をした糸が循環するならば、はじめの糸からその糸と同じ組織をした糸のすぐ前の糸までの組織が完全組織である。
完全意匠図は、その織物の構成をあらわす組織を代表する最小のものであるから、織物の構成および織り方などは、この完全意匠図について研究すればよい。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　原組織 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
【三原組織】
織物の種類は多いが、その基礎となるものは平織・斜文織・朱子織の３つである。
これを三原組織という。
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【平織】（plain weave）
平織は、たて糸・よこ糸各２本ずつで循環し、いずれの糸も１本ごとに浮沈して交錯する組織で、織物組織のうち最も簡単なものである。
【平織の特徴】
①最も簡単な、地合の平らな、丈夫な組織である。
②たて糸・よこ糸とも屈曲の度数は最も多く、組織は表裏同じになる。
③糸の密度を多くすることが出来ず、糸間のすきまが大きい。
④地合を厚くすることが出来ず、感触は硬い。
⑤摩擦に対して強い。
⑥製織が容易で、その応用範囲が最も広い。
【平織の応用】
地合は平で丈夫であるから衣服に最も多く用いられ、その他夜具類・手拭い地・机掛け地・天幕地・帆布地・包装布地などに用いられる。
平織は織り方が簡単であるが、各種原料の無地・しま・かすりなどの染糸・その他糸の太さ・よりなどを応用して、いろいろ変わった織物を作ることが出来る。


【斜文織】（twill weave）
斜文織はあや織りともいい、たて糸・よこ糸３本以上からつくられ、平織のように交互に浮沈せず、連続的に浮沈した組織点で斜めにあや線をあらわす。
これを斜紋線（twill line、あや線）という。
【斜紋織の特徴】
①３本以上の任意の糸でつくり、表面に斜紋線のある組織である。
②完全糸数の多い斜文織の糸の屈曲は、組織によっていろいろな状態となり、表裏と　もいろいろにつくることができる。
③平織に比べ糸の密度を大きくすることができ、糸間のすきまが少なくなる。
④地合を密にかつ厚くでき、柔軟でしわがよりにくい。
⑤平織に比べ摩擦に対してはやや弱いが、光沢に富む。
⑥組織の種類は多くできるが、その応用は平織より少ない。
【斜文織の応用】
平織に比べて摩擦に弱いが、地質が柔軟でしわがよりにくく、糸の密度を増すことができて光沢に富むから、着尺地・裏地・布団地・傘地など、平織に次いで広く用いられる。
【斜文織の分類】
斜文織の種類は多いが、大別すると次のようになる。
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片面斜文は、布面におけるたて糸とよこ糸のあらわれ方が不同な斜文で、表裏の外観の違うものをいい、たて糸が多くあらわれてあやをつくっているものをたて斜文（ warp twill）、よこ糸が多くあらわれてあやをつくっているものをよこ斜文（weft twill）という。
両面斜文は、布面におけるたて糸・よこ糸のあらわれ方が同数で、表裏の外観が同様なものを言う。ただし、斜文線の方向はすべて表裏反対である。
原組織の斜文織は、１循環のたて糸・よこ糸の数が等しく、これを正則斜文（regul-ar twill）ともいい、たて糸・よこ糸の密度が等しければ斜文線の方向は４５°の角度となる。
正則斜文はその組織をつくる糸数・またはヘルド（heald）数で分類し、３枚斜文・４枚斜文・５枚斜文などという。
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(1)３枚斜文（3 harness twill）
斜文織中最も簡単な組織で、たて糸・よこ糸３本ずつで一完全組織になる。
これを３枚斜文（３枚ヘルド斜文・３枚あや・三つあや）という。
正則斜文は下図のように、その組織は階段のように同じ組織が連続しているから、よこ糸１本の組織を知れば、容易にその完全組織を知ることができる。
３枚斜文は片面斜文で、たて斜文とよこ斜文１個ずつつくることができるが、表裏の関係であるから、斜文織の方向が異なるものができても、ただ１個とみなすのである。
３枚斜文は綿カシミヤ・細あや・あや綿布・雲斉・女はかま地・かさ地などに用いられる。
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(2)４枚斜文（4 harness twill）
４枚斜文はたて糸・よこ糸４本ずつで一完全になる組織で、次の片面斜文と両面斜文の２種をつくれる。
４枚斜文はカシミヤ・サージ・雲斉・あや綿布・あや羽二重・あや糸織などに用いられる。
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(3)５枚斜文（5 harness twill）
５枚斜文は片面斜文で、次の３種のあや織がつくれる。
裏地・洋服地・作業服地・かさ地などに用いられる。


[image: image34.jpg]RS

[ETES



(4)６枚斜文（6 harness twill）
６枚斜文は次のように、両面斜文２種と片面斜文３種とをつくることができる。（裏は省略している）
綿・毛の洋服地や裏地などに用いられる。


【朱子織】（satin or sateen weave）
朱子織はたて糸・よこ糸５本以上でつくられ、ただ１つの交錯点を一定の間隔に配置した、たて糸またはよこ糸の浮きが多い組織である。
【朱子織の特徴】
①表面はたて糸またはよこ糸の一方の糸でつくられた感じを出し、摩擦に弱い。
②糸の屈曲は最も少なく、表面は平滑で、強い光沢をもっている。
③糸は密に並べられ、糸間の透かし目はほとんどない。
④５本以上任意の糸数でつくることができるが、実用になるものは、5･8･10･12･16･24本などである。
⑤地は厚くなるが、最も柔軟である。
⑥用途は平織・斜文織に次ぐ。 
【朱子織の応用】

女帯地・裏地・服地・たび地・半えり地・紋織物・装飾地などに用いられる。
【朱子織の種類】
原組織の朱子織は、１循環のたて糸・よこ糸の数が等しく、描く１本の糸は１循環内でただいちどだけ交錯して、規則正しく連続しない組織となるから、これを正則朱子織（regular satin）という。
この正則朱子織をつくるには、次の飛び数（counter）の法則によって飛び数を求め、繻子組織を描けばよい。
すなわち、「正則朱子組織を描くには、与えられた完全糸数（使用ヘルド数）を、公約数をもたない２つの数に分け、これを飛び数として朱子組織を描く」。
このようにしてできた正則朱子組織は、完全糸数すなわち使用ヘルド数によって５枚朱子・８枚朱子などに分ける。
（例）５枚朱子の飛び数は２と３
　　　６枚朱子は法則によって飛び数が求められないから、正則朱子をつくることができない。
　　　７枚朱子の飛び数は２と５、３と４
　　　８枚朱子の飛び数は３と５


(1)５枚朱子（5 harness satin）
５枚朱子は朱子織物中最も簡単な組織で、飛び数の法則によって２飛びと３飛びの朱子組織をつくることができる。
２飛びによる朱子の交錯点を求めれば、次のとうりである。
１　→　３　→　５　→　（７－５＝）２　→　４　→　（６－５＝）１
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　　(+2)　　(+2)　　(+2)　　　　　　　　　(+2)　　(+2)
右図ａは、上記の方法により左下すみを基点として、横の方向へ飛び数を数えてつくったよこ朱子で、
右図ｂは縦の方向へ飛び数を数えてつくったよこ朱子である。
右図ｃとｄは同様にしてつくったたて朱子である。
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前述のようにして右図のような３飛びのよこ朱子・たて朱子がつくられる。
５枚朱子は以上の４とおり描きうるが、表裏を除けば２種類となり、その２つ（２飛び・３飛び）も同様な外観となるから１種類の朱子織をつくるといってもよい。
５枚朱子はたておよびよこ朱子ともに広く用いられ、綿朱子と毛朱子（ｲﾀﾘｱﾝｸﾛｽ）は一般によこ朱子、絹朱子にはたて朱子を用いる。
「朱子線」
一般に朱子の組織点は連続させないが、糸の密度を多くするから、斜文織と類似の線をあらわすことがある。
これを朱子線といいこの線が明らかに出るものは実用に適さない。（例　７枚朱子）
「朱子の糸づかい」
たて朱子は表にたて浮きの多くあらわれるものを用いる場合で、たて糸に上等の糸をみつに配列し、よこに比較的下等の糸を荒く打ち込む。
よこ朱子はこれと反対にする。
「織り裏」
朱子を製織するときは、よこ朱子を上にするのが普通である。
それは表面（たて朱子の例）のよごれを防ぐばかりでなく、動力の節約となり、製織をしやすく、かつ意匠も容易であるからである。
これを織り裏といい、よこ斜文の場合と同様に意匠を描くにも塗るところが少なく、速く組織をかきうる利益がある。
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(2)８枚朱子（8 harness satin）
８枚朱子は３飛びと５飛びの２個を描き、いずれも交錯点が縦・横両方向に同様な距離をもち、その配置がよいから朱子線が目だたない。
したがって、綿朱子・観光朱子・タンタンピースなど応用面が広い。


(3)１０枚朱子（10 harness satin）／１２枚朱子（12 harness satin）
１０枚朱子３飛びと７飛びとの２つ、１２枚朱子は５飛びと７飛びの２つを描くことができ、前例と同様に交錯点の配置がよいから、朱子織物に多く用いられる。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　変化組織 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
【変化組織】
原組織以外の変化に富んだ織物組織は、前述の三原組織を基礎として、いろいろに変化しまたは混合してつくりだしたもので、これを変化組織（derivative weave、誘導組織）といい、次の４種に大別する。
①変化組織（平織から誘導変化してつくったもの）
②変化斜文織（斜文織から誘導変化してつくったもの）
③変化朱子織（朱子織から誘導変化してつくったもの）
④特別組織（①ー③に属さないもの）
【①変化平織】
変化平織には、平織から直接誘導したうね織とななこ織とがあり、その他さらに変化して飾りを付けたものがある。
【うね織】
うね織は織物面に横または縦に筋を出した平織地様のものである。
(1)たてうね織（warp rib weave）
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たてうね織は平織の同一ひ口によこ糸２本以上を横入れしたもので、よこ糸の方向に筋をあらわしたものである。
「たてうね織の特徴」
たて糸はふつうより密に配列し、ヘルドは６ー８枚を用い、織物の表面はほとんどたて糸でつくられた感じで、よこ糸はまっすぐに織り込まれる。
「たてうね織の用途」
博多・こはく・塩瀬・ポプリン・ブロード・ベンガリンなど。
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(2)よこうね織（weft rib weave）
たてうね織を９０°回転したものと同じで用途は少ない。
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(3)変化うね織（fancy and figured rib weave）
うねを規則正しくあらわさず、種々に変化させたものである。
【ななこ織】（mat weave）
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(1)正則ななこ織（regular mat weave）
たて糸・よこ糸とも２本以上の糸で、平織のように組織させ、かごの編み方のようにあらく浮沈させたものである。
(2)変化ななこ織（fancy and figured mat weave）
正則ななこ織以外にななこを変化したものを総称する。
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(2)-(a)不規則ななこ織
　大きさの違うななこを組み合わせたもの。
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(2)-(b)変化ななこ織
　平織・うね織・ななこ織を組み合わせたもの。
(3)向いななこ織（oblique rib weave）
たてうね織とよこうね織とを向い合わせに組み合わせたもので、織上がりはななこに似たものとなる。
[image: image2.jpg]



【②変化斜文織】
斜文織から直接誘導される変化斜文織は、次のように種類が多く、その応用も多い。
　　伸び斜文　曲がり斜文 破れ斜文　飛び斜文　山形斜文　あじろ斜文
　　重ね斜文　よれ斜文　昼夜斜文　飾り斜文　ぼかし斜文
(1)伸び斜文（elongated twill）
正則斜文は、組織点が１段ずつ移り、斜文線は４５゜をなす。
これ以外の角度をもつ斜文をいい、服地・コート地・窓掛け地などに用いられる。
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(2)曲がり斜文織（curved twill）
正則斜文織や伸び斜文織を適当に混合配列し、連続させて曲がった斜文をあらわしたもので曲線を美しく出すようにする。
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（完全組織が大きくなるので、ふつうは綜こうへのたて糸の通し方を工夫して織ります。
織り方図のＣＡＴ基本データの「曲がり斜文織」を参照下さい。）
(3)破れ斜文織（broken twill）
ある糸数ずつ反対の方向に斜文線をあらわしたもので、その境を組織の破れといい、境の２本の組織を逆にして、かわり目を明らかにしたものがよい。
すぎあやというのはこの類である。
着尺地・服地・ふとん地など応用が広い。
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(4)飛び斜文織（skip twill）
正則斜文織をある糸数だけ連続させ、次に数本省略してさらに数本連続させ、これを循環するまで行ってつくる。
組織の境目は、浮き方の反対な明らかなものがよりのである。
着尺地・服地などに用いられる。高貴織はその例である。
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(5)山形斜文織（pointed twill）
斜文線の方向を連続的にかえて山形をあらわしたものである。
服地・装飾用布等に用いる。
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(6)あじろ斜文織（entwining twill）
組斜文・ひがきあやともいい、方向反対の２個の斜文を重ね、組織点を削り、あじろ形に組み合わせたもので、破れ斜文織の変種とみなすことができる。
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(7)重ね斜文織（double twill）
２個の方向の異なる斜文を重ね、一方の斜文線は連続させ、他方の斜文線は連続しないように削り、短い斜文線とし、他の斜文線を乱さないようにする。
重ね斜文に用いる組織は糸数同一か、または互いに約数・倍数の関係のものである。
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(8)よれ斜文織（corkscrew twill）
うね織のように斜文状のうねをあらわしたものである。
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(9)昼夜斜文織（twill check）
織物面に光線反射の理にもとづいて明暗をあらわしたものである。
八橋織（ﾔﾂﾊｼｵﾘ）ともいい、裏地などに多く用いられる。
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(10)飾り斜文織（fancy and figured twill）
正則斜文の間に飾りとして、平織・ななこ織・うね織などを入れてつくる。
俗に擬（ﾏｶﾞｲ）風通というのは多くこの組織である。
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(11)ぼかし斜文織（shaded twill）
組織の濃淡をつくってぼかしをあらわしたものである。
単独では用いず、紋織物のぼかしに用いる。
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【③変化朱子織】
朱子織から直接誘導される変化朱子織には次の６個がある。
　　変則朱子織　　ひろげ朱子織　　重ね朱子織　　みかげ織　　昼夜朱子織　　ぼかし朱子織
(1)変則朱子織（iregular satin）
正則朱子織は一定の飛び数をもち、組織点は一定に配置されて朱子線をあらわしやすいが、変則朱子織は２個以上のの飛び数をもち、組織点を不規則に配置し、朱子の外観を保ちながら朱子線をあらわさないからよい。
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(2)ひろげ朱子織（extended satin）
正則朱子織の組織点を拡大したものであり、同数のヘルドを用いて大きな組織をつくる。
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(3)重ね朱子織（double satin）
起点のちがった同じ朱子が重なったもので、朱子組織の特徴を失わずじょうぶである。
組織点の周囲の任意の点に１個ずつ増点する。
起毛織物に用いられることが多い。
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(4)みかげ織（granite weave、花崗（ｶｺｳ）織）
花崗岩に黒点が散在するように粒状観を組織の浮沈であらわしたものである。
服地・窓掛け地・ネクタイ地・装飾地などに用いる。
[image: image17.jpg]



(5)昼夜朱子織（satin check）
表裏の朱子組織を用い、光線反射で明暗を織物面にあらわしたものである。
八橋織ともいい、裏地などに用いる。
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(6)ぼかし朱子織（shaded satin）
朱子組織を基本として組織の濃淡でぼかしをあらわしたものである。
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【④特別組織】
前述のどの組織にも分類しがたい ﾏ化組織をいう。
はち巣織・ハック織・模しゃ織・なし地織・混合組織などの種類がある。
(1)はち巣織（honey-comb weave）
織物面にたてよこ糸が長くあらわれて方形のおうとつを生じ、はちの巣のような外観を呈する。
敷布地・肩掛け地・服地・手ぬぐい地などに用いる。
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(2)ハック織（huck a back weave）
ハックアバック織・うき織・へちま織ともいい、ふつうは平織地に糸の浮きをあらわし、いくぶんおうとつを出したもので、はち巣織に似ている。
タオル・敷布地・ゆかた地などに用いる。
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(3)模しゃ織（imitation gauze）
からみ織のしゃ織やろ織に類似した外観を織だしたものである。
数本の糸が接近するように組織させてすきまをつくる。
すきまの両側の組織を反対にし、おさ通しを１ー２羽あける。
窓掛け地・服地・シャツ地・着尺地などに用いる。
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（4）なし地織（crape weave）
縮み組織・砂子（ｽﾅｺﾞ）組織ともいい、強ねん織物のように織物面におうとつをあらわし、またはなし地塗りのような感じを組織でつくったものである。
前述のみかげ織もこの類である。
[image: image24.jpg]



(5)混合組織
２種以上の組織を混合してつくったものである。
[image: image25.jpg]



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　たて糸引込み ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
綜こうにたて糸を導入する方法は、織物組織・機掛けによって適当なものを選ぶが、その例をあげると以下のようなものがある。（ＣＡＴでは「綜こう通し順」と呼んでいる）
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　織物設計 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
【総たて糸数】
同種・同番手の糸を用いる場合
①耳糸を考えにいれないとき　
　　総たて糸数＝たて糸密度（本／cm）×織上げ幅（cm）
②地たて糸の外に耳糸を考えに入れるとき
　　地たて糸数＝（織上げ幅－２×片耳幅）×たて糸密度
　　片耳糸数＝片耳幅×耳糸密度
　　総たて糸数＝地たて糸数＋２×片耳糸数
(2)たて糸が２種類以上の場合（色々・原料または太さの異なる糸）
【おさの計算】
①おさの引込み数と引込み方
ふつうの織物はおさ１羽に２本のたて糸を通すものが多く、これを２本引込みまたは２つ入りという。
密度の多い織物は１羽４本以上通し、織物によっては１部分にまったく通さないもの（空き羽）、交互に２本・３本入れるとか、あるいは一部に１本ずつ他に２本ずつ引込む場合がある。
ふつう耳糸は地たて糸より引込み数を多くする。
②おさ通し幅（reed width）
よこ糸はたて糸との組織のため屈曲されて収縮し、織り上がった織物の幅はおさの通し幅より狭くなる。１本のよこ糸の長さを定めるおさ通し幅は織物幅より織り縮みだけ広くなければならない。
　　おさ通し幅（cm）＝織上げ幅×（１＋よこ糸の織縮み率）
③おさの密度（reed density）
おさは織物の幅を決定し、たて糸の配列を保ち、ひの通過の導きとなり、よこ糸を打ち込むものである。
たて糸の密度はおさの密度によって決定されるもので、次のような表示がある。
　(1)単位寸法（1cm）間の羽数であらわす。
　(2)おさ通し幅とおさ羽数であらわす。
　　おさ密度（羽／cm）＝総たて糸数／｛引き込み数（本／羽）×おさ通し幅（cm）｝＝総羽数／おさ通し幅(cm)

　　　　　　　　　　　＝｛たて糸密度（本／cm）×織上げ幅（cm）｝／｛引き込み数（本／羽）×おさ通し幅（cm）
【整経に関する計算】
整経とはたて糸の長さ（整経長）・糸数・幅・密度を定めて、ヤーンビームにたて糸を均一な張力で巻きつけることで、織物準備行程できわめて重要な作業である。
①整経長
織物に仕掛けるたて糸の長さであって、所要の織物の長さは織縮み、仕上がり縮みを加えるほか織付けと織切りの消耗を加えた長さである。
織付けは20ー30cm、織切りは60ー80cmくらい、合計100cm前後を見積らなければならない。この消耗長さは１反掛けのときも数１０反掛けのときも同じであるから、なるべく多く仕掛けて、この消耗量を各反に割り当て、各反当りの損失を少なくするようにする。
　　整経長＝１反の織上がり長さ×（１＋たて糸の縮み率）×仕掛け単数＋織付け・織切りの消耗長さ
②総たて糸数と整経の糸数および回数
織物の一幅中の総たて糸数は、次のように計算するが、耳糸が地たて糸（耳内のたて糸）と異なる場合、または引込み数が異なる場合、耳糸と地たて糸とを別々に計算しなければならない。
　　総たて糸数＝地たて糸引込み数×地たて糸羽数＋耳糸引込み数×耳糸羽数
整経する場合、準備するボビンまたはわく数は総たて糸数の約数であることが望ましい。
　　整経回数＝総たて糸数／ボビン数
③整経幅および前おさ通し幅
整経幅は織物のおさ通し幅よりいくぶん広めにする。前おさ通し幅は（整経幅／回数）より多少せばめなければならない。
④たて巻き
整経が終わって、たて糸をワークビームに巻くことで、たて巻き幅はおさ通し幅よりやや広いのがよい。
【たて糸・よこ糸の所要量計算】
つくられる織物の長さ・幅・密度などが決まったら、次にその織物に要するたて糸・よこ糸の所要量を求める。この糸量を決めるにはかせ数によるものと重量によるものとがある。
①たて糸量計算
　(1)たて糸のかせ数計算
　　たて糸のかせ数＝｛総たて糸数×整経長（m）｝／かせの長さ（m）
　　　　　　　　　＝｛たて糸密度（本／cm）×織上げ幅（cm）×整経長（m）｝／かせの長さ（m）
以上の計算によるかせ数は、理論かせ数である。実際に織物を製造するときは、準備工程中にいくぶんか消耗する糸量（操作消耗）を見積ることが必要である。
(2)たて糸の重量計算
　　　（ふつう工場などで大量に糸を消費する場合に使用することが多くここでは省略する）
②よこ糸量計算
　(1)よこ糸のかせ数計算
　　総よこ糸数＝よこ糸密度（本／cm）×織上げ長さ（m）×１００
　　よこ糸のかせ数＝｛おさ通し幅（cm）×総よこ糸数×（１＋操作消耗率）｝／かせの長さ（m）
　(2)よこ糸の重量計算
（省略）
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